
〒102-8688 千代田区九段南 1-2-1 千代田区役所 10階 
電話：03-5211-8845 ＦＡＸ：03-5211-8846 
Ｅメール：miw@city.chiyoda.tokyo.jp https://miw.city.chiyoda.lg.jp/ 
Instagram：chiyoda.miw Facebook：@chiyoda.miw 
開館時間／月～金 9：00～20：00  土 9：00～17：00  日曜・祝日休館 

※令和 8年 4月 1日から平日の開館時間が 9:00～20:00に変更となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『「もしも」のときの防災ずかん』 

(株)オレンジページ 

➍ 

みゅう 
ライブラリニュース 

 

２０２６年 ７月 １１０号 

千代田区 

男女共同参画センター 

（ミュウ） 

夏休みに家族で防災について考えよう 

家族で過ごす時間が増える夏休み。この機会に、もしもの災害に備えて、防災について改めて考えて

みませんか。 「なにを備えたらいい？」 「こんなときはどうしたらいい？」 の疑問に答える本を紹介し

ます。また、MIWでは 8月 22日(土) に親子向けの防災に関する講座を実施します。ぜひご参加くだ

さい！ 

新書コーナーをご案内 

ホームぺージ メルマガ登録 
千代田区男女共同参画センター    （ミュウ） 

 

フェミニズム 

江原由美子 著／岩波書店／2026.2 

フェミニズムの成り立ちや変遷について、近代以降の社会情勢に紐づけて解説。 

 

罰ゲーム化する管理職：バグだらけの職場の修正法 

小林祐児 著／集英社インターナショナル／2024.2 

 

炎上CMでよみとくジェンダー論 

瀬地山角 著／光文社／2020.5 

 

萩尾望都と竹宮恵子：大泉サロンの少女マンガ革命 

中川右介 著／幻冬舎／2020.3 

 

ケーキの切れない非行少年たち 

宮口幸治 著／新潮社／2019.7 

 

MIWでは、交流サロン近くの書架に、新書や文庫、コミックを置いています。こちらでは話題となったテーマに

ついて、手軽に読める新書をご紹介します。 

ＭＩＷビデオサロン上映予定 ＭＩＷでは所蔵する映像作品を上映する 
ビデオサロンを開催します。 

第１回 14:30～、第２回 18:30～に上映を開始いたします。上映後には、感想を語りあう交流会を開きます。 
事前申込みは不要です。直接ＭＩＷにお越しください。ご参加お待ちしています。 
 

 

防災の基本。：もしもに備え、まさかを防ぐ。 

クロワッサン 特別編集／マガジンハウス／2025.10 

 

ラクして備えるながら防災：フェーズフリーな暮らし方 

CAMMOC 著／辰巳出版／2024.9 

 

キャンプ気分ではじめるおうち防災チャレンジBOOK 

鈴木みき 著／エクスナレッジ／2023.3 

 

自衛隊防災BOOK 

マガシンハウス 編／マガジンハウス／2018.8 

８月 21日(金)  

「恋 文」 
監督 田中絹代 

1953年／98分／日本 

戦地から帰った礼吉は、荒れ果てた心を最愛の人・道子によって慰めようとするが…。戦後の渋谷恋

文横丁を舞台に、過酷な時代を生き抜いた女性たちを描き、男女の感情の変化を冷静に捉えた作

品。女優であり、日本の女性監督のパイオニア・田中絹代の第１回監督作品。 

 

「もしも」のときの防災

ずかん：自然災害・地震・

異常気象からこどもを守る 

菊池真以 著 

オレンジページ 

2026.5 

子どもの防犯・防災で知り

たいことが全部のってる

本：性犯罪・ネットの危険・

大地震・水の事故… 

国崎信江 監修 

あらいぴろよ マンガ・イラスト 

主婦の友社 

2026.4 

販売元：ファイヤークラッカー／販売協力:ハピネット MM／○C国際放映 

事前申込不要 

MIW 講座実施します！ 

「はじめてみよう！防災キャンプ

～ラクして備えるながら防災」 

8/22(土)10:00～11:30 

詳細は HP をご覧ください 
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➋ ➌ 

 

MIW新着図書の紹介 

ケア 

バランス 

介護 ジェンダー 

子どもの性暴力被害

と ト ラ ウ マ か ら の 回

復 ： 保護者のため

の心理教育ワークブ

ック 

藤森和美 著 

誠信書房 

2026.4 

【ＭＩＷスタッフレコメンド】 

性暴力被害を受けた子どもにとって最も大切なの

は保護者からの温かなケアである。しかし子どもの

情緒の揺れ動きを受け止めて回復へと進むに

は、保護者自身が現実に対して拒否的にならず、

感情を整理して子どもに向き合う必要がある。保

護者用のガイダンスと、子どもと行うワーク集から

なる本書では、被害後の子どもが再び自らの力で

人生を導けるようになることが目指されている。 

 

愛着障害スペクトラム 

： こどもの気持ち＆支援スキル大全 

米澤好史 著／講談社／2026.2 

特定の人と情緒的な深い結びつきによって築か

れる「愛着」。本書では愛着形成不全によって表

出される子どもの不適切行動を例に取りながらそ

の行動の真意を紐解き、適切な対処方法と共に

子どもの精神的自立を手助けするヒントが提案さ

れている。 

デジタル社会と子どもたち 

： そのリスクと賢い使い方 

野井真吾 ほか編著／かもがわ出版／2026.4 

子どもを取り巻くデジタル環境が急速に変化してい

る。子どもの心身の健康リスクが増大していること

に目を向け、ネット空間におけるメディア・リテラシ

ーを身につけることが差し迫った課題である。メデ

ィアと子どもとの新たな関係性の在り方を考える指

針となりうる一冊。 

子どもの人権 

ク ィ ア な 時 間 と 場 所

で ： トランスジェン

ダーの身体とサブカル

チャーの生 
ジャック・ハルバスタム 著 

菅野優香ほか 訳 

花伝社 

2025.12 

父が全裸で倒れてた。 

キクチ 著 

ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

2026.2 

【ＭＩＷスタッフレコメンド】 

出生時に割り当てられた性で生きることを疑わ

ず、異性とともに子を産み育てることが当たり前と

されるような社会において、そうした規範から逸脱

するＬＧＢＴＱ＋にとっての時間・空間の感覚は、

おのずから違ったものになる。こうした「クィアな時

間」の感覚から美術やサブカルチャーを読み解く

ことで、従来の時間・空間論に一石を投じた、クィ

ア研究の重要書の邦訳。 

 

【ＭＩＷスタッフレコメンド】 

タイトル通りの始まりから、症状が悪すぎて検査も

できず、病気の原因がなかなか判明しない父。ひ

とりで医師からの説明を受けて、たびたび延命処

置の選択を迫られる筆者。せん妄状態の父の言

動に、わかっていても傷付くし腹も立つ。離れて暮

らす親がいる人すべてに当てはまる可能性があ

る、筆者の体験談を描くコミックエッセイ。 

アンカット・ファンク 

: 人種とフェミニズムをめぐる対話 

ベル・フックス、スチュアート・ホール 著 

人文書院／2023.4 

文化研究に人種の問題が抜き難く介在している

ことを示してきたホールと、黒人女性フェミニズム

の最重要人物であるフックス。フェミニズムと人種

の視点を切り離さず交差的な問題として思考す

る両者の対談集。 

 

現代思想 2026 年 6 月臨時増刊号 

総特集 フェミニズムから問う 

青土社／2026.6 

他者を排除して社会を分断する言説が世界中で

溢れる現在において、あるべきフェミニズムとは何

かを問う特集号。トランスジェンダー差別への批

判、コロナ禍以降重要度が増しているケア論、集

団で行動すること（コレクティブ）の可能性を問う論

考を多数収録。 

 

ヤングケアラーのキミがひとりで悩まないた

めの本 

濱島淑恵 監修／Gakken／2026.2 

親の離婚、家族の病気、家庭の経済事情など、さ

まざまな要因が重なることで、勉強どころか睡眠

時間も満足に確保できない子どもたちの事例を紹

介。彼らは孤立しがちで、行政などに支援を求め

るという発想にもなりにくい。周囲の大人が積極的

に見つけ、支援につなげるためにも役立つ本。 

自分の介護 ： 備えておかないと手遅れに

なる、不都合な事実 

結城康博 著／風鳴舎／2026.2 

親の介護の後は自分の介護。介護する側からさ

れる側に。現行の制度や困った事例を紹介すると

ともに、自分が介護される側になるにあたっての備

え（お金など）や心構え（他者との関わり方など）を

わかりやすく解説。 

体の居場所をつくる 

伊藤亜紗 著 

朝日出版社 

2026.2 

【ＭＩＷスタッフレコメンド】 

病によって身体が自分の思いと噛み合わない他

人のようなものとして感じられること。差別が原因

で心が傷ついた時に身体も反応し、恐怖から食事

が喉を通らなくなること。そんな身体の多種多様

な、ままならなさに関する語りにヒントを得た著者

が、より快適な「体の居場所をつくる」ことの大切さ

についてまとめたエッセイ集。 

 
相談するってむずかしい 

青山ゆみこ 文、細川貂々 漫画／集英社／

2025.8 

「相談」というとハードルが高いし、それで解決しな

いとなんだか損した気になる。でも「話す」のであ

ればいくらか気安く、それで心が軽くなるのであれ

が良いかも知れない。それぞれに「話す」場所を

運営している、「相談」できないふたりの文章と漫

画によるエッセイ。 

傷つきやすさと傷つけやすさ：ケアと生きる

スペースをめぐってある男性研究者が考え

たこと 

村上靖彦 著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ／2025.5 

「傷つきやすさ」を個人の弱さではなく、差別や偏

見、社会の仕組みの中で生まれるものとして捉え

直す。一人ひとりが自分らしく安心して生きられる

「生きるスペース」とは何かを問い、人と支えあう

社会への手がかりを示している。 
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みませんか。 「なにを備えたらいい？」 「こんなときはどうしたらいい？」 の疑問に答える本を紹介し

ます。また、MIWでは 8月 22日(土) に親子向けの防災に関する講座を実施します。ぜひご参加くだ

さい！ 

新書コーナーをご案内 

ホームぺージ メルマガ登録 
千代田区男女共同参画センター    （ミュウ） 

 

フェミニズム 

江原由美子 著／岩波書店／2026.2 

フェミニズムの成り立ちや変遷について、近代以降の社会情勢に紐づけて解説。 

 

罰ゲーム化する管理職：バグだらけの職場の修正法 

小林祐児 著／集英社インターナショナル／2024.2 

 

炎上CMでよみとくジェンダー論 

瀬地山角 著／光文社／2020.5 

 

萩尾望都と竹宮恵子：大泉サロンの少女マンガ革命 

中川右介 著／幻冬舎／2020.3 

 

ケーキの切れない非行少年たち 

宮口幸治 著／新潮社／2019.7 

 

MIWでは、交流サロン近くの書架に、新書や文庫、コミックを置いています。こちらでは話題となったテーマに

ついて、手軽に読める新書をご紹介します。 

ＭＩＷビデオサロン上映予定 ＭＩＷでは所蔵する映像作品を上映する 
ビデオサロンを開催します。 

第１回 14:30～、第２回 18:30～に上映を開始いたします。上映後には、感想を語りあう交流会を開きます。 
事前申込みは不要です。直接ＭＩＷにお越しください。ご参加お待ちしています。 
 

 

防災の基本。：もしもに備え、まさかを防ぐ。 

クロワッサン 特別編集／マガジンハウス／2025.10 

 

ラクして備えるながら防災：フェーズフリーな暮らし方 

CAMMOC 著／辰巳出版／2024.9 

 

キャンプ気分ではじめるおうち防災チャレンジBOOK 

鈴木みき 著／エクスナレッジ／2023.3 

 

自衛隊防災BOOK 

マガシンハウス 編／マガジンハウス／2018.8 

８月 21日(金)  

「恋 文」 
監督 田中絹代 

1953年／98分／日本 

戦地から帰った礼吉は、荒れ果てた心を最愛の人・道子によって慰めようとするが…。戦後の渋谷恋

文横丁を舞台に、過酷な時代を生き抜いた女性たちを描き、男女の感情の変化を冷静に捉えた作

品。女優であり、日本の女性監督のパイオニア・田中絹代の第１回監督作品。 

 

「もしも」のときの防災

ずかん：自然災害・地震・

異常気象からこどもを守る 

菊池真以 著 

オレンジページ 

2026.5 

子どもの防犯・防災で知り

たいことが全部のってる

本：性犯罪・ネットの危険・

大地震・水の事故… 

国崎信江 監修 

あらいぴろよ マンガ・イラスト 

主婦の友社 

2026.4 

販売元：ファイヤークラッカー／販売協力:ハピネット MM／○C国際放映 

事前申込不要 

MIW 講座実施します！ 

「はじめてみよう！防災キャンプ

～ラクして備えるながら防災」 

8/22(土)10:00～11:30 

詳細は HP をご覧ください 
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